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４月から６月にかけて行った定期健康診断がすべて終わりまし

た。結果については、幼稚部は別紙で、小中学部は「健康手帳」

でお知らせします。それぞれの検診や検査で、詳しい検査が必要

な場合は、「受診のお知らせ」を配りますので、早めにかかりつ

け医へ相談してください。 

校医さんから、検診後に伺ったお話を紹介します。歯科検診の 

様子（山田学校歯科医さんからのお話）は、６月のほけんだよりでお知らせしています。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

眼科検診から（川村眼科校医さんからのお話）  

              検診では、目の病気を診るだけでなく、簡易の屈折検査も実施して、遠視

や乱視の様子も診ています。学校での視力検査の結果、Ｂ（0.7）以下のと

きや、片眼ずつの検査ができないときは、眼科医での詳しい視力検査を勧

めています。 

        眼鏡を使っている人は、レンズをきれいにしましょう。レンズが汚れて 

しまったら、眼鏡専用のクリーナーや薄めた台所用の中性洗剤で洗い、ティッシュで押 

し当てるように水分を取ります。  

 耳鼻科検診から（高木耳鼻科校医さんからのお話）  

  幼児期の定期検診、リハビリは大切です。補聴器を使用している場 

合は、耳鼻科で定期的に装用効果を必ずチェックしてください。 

 聴力に変動があった場合は、耳鼻科へ受診してください。 

 内科検診から（飯室内科校医さんからのお話）  

        四肢の検査を家庭で事前にしてもらっていますが、痛みがあったり、 

       気になる症状があったりした場合は、整形外科へ受診してください。 

        ヘルパンギーナなど、夏に向けて感染症が流行しやすくなりますが、 

基本的な「手洗い」「換気」「咳エチケット」を続けるようにしましょう。 

ほけんだより 



汗をたくさんかく夏だからこそ 

              感染症予防対応を続けましょう！     

               新型コロナウイルス感染症が５類へ移行になり、２か月 

が経とうとしています。 

 県内では、６月に入って以降、新型コロナウイルス、イ 

ンフルエンザ、感染性胃腸炎、ＲＳウイルス、ヘルパンギ

ーナの順に感染者数が多くなっています。異例の流行が続くインフルエンザは、患者の８

割が 19歳以下で、県内では毎日のように学級閉鎖がされています。子どもに多い夏の感染

症「ヘルパンギーナ」は６月 22日に流行の警報開始レベルを超えたと発表されました。 

 感染症の広がる経路は、ウイルスの付いた場所を触って体内に入る「接触感染」、ウイ

ルスを吸い込む「飛沫感染」が多いです。「石けんでの手洗い、手指消毒」「換気」は、ど

の感染症予防にも有効ですので、続けて行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月に予定していた「歯みがき指導」は、都合により９月へ延期しました。 

幼稚部、中学部は９月１日に行います。改めて計画をお知らせします。 

 


